
１ 日時：
令和７年９月２５日（木）１４：００～１６：００

２ 場所：
コロニーにいがた白岩の里 管理棟 第一会議室

３ 出席者

４ 議題
（１）地域連携推進会議について

地域連携推進会議の概要や実施の目的について共有を行いました。

（２）施設訪問
コロニーにいがた白岩の里の施設全体と児童部、成人部、高齢期更生部、重複更生部
それぞれの利用者の状況や一日の流れ等を説明・共有しました。

（３）施設訪問
施設訪問の目的とポイントを確認し、２グループに分かれて施設訪問を行いました。

（４）質疑・意見交換
施設訪問を通しての意見や質問等を確認しました。

令和7年度「地域連携推進会議(施設訪問)」の実施について
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【地域連携推進員からの意見】
施設環境
・コロニーは暗いイメージがあったが、広くて明るい場所だというのが印象的だった。
・児童部と高齢期更生部では雰囲気が大きく違っていたが、利用者の方がにこやかに

迎えてくれた。たくさん話しかけてくれた。
・施設内は居室も家具もきれいで、施設の管理をしっかりされている印象だった。

利用者の支援
・言葉でのコミュニケーションが難しい方も、その方なりのコミュニケーション

方法があることを職員が理解していた。
・目に見えない部分も配慮して、利用者の方に接していることがわかった。

職員の働き方
・介護施設での悲惨なニュースも耳にする。職員も大変な仕事をしており、メンタル

ヘルスの対策が必要だと感じた。

地域とのかかわり
・地域に開かれた施設となってもらいたいため、地域からも多くの人がかかわって

いけるとよい。

【地域連携推進員からの質問】
・現在２人部屋の居室は将来的に一人部屋にしていく予定があるか？
→今後、すべての居室を個室化としていく予定

・車いす乗車時に身体拘束をされている利用者の方がいた。車いすのブレーキも
かかっていなかったが、意図があってのことか？
→当該利用者の方は異食がある方で、再度異食があった場合、開腹手術ができず

生命に関わる可能性がある。このため、ご家族への相談と説明・同意のうえ
時間や場面を限定して身体拘束を実施している。

→車いす乗車時は、自分の足で移動ができるため、車いすのブレーキはかけず
過ごしていただいている。


